
問
民
間
と
の
協
働
で
公
共

施
設
の
複
合
化
を
図
り
、

市
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
考
え
は
。

答
今
後
そ
う
い
う
対
応
を

検
討
し
た
い
。

問
近
隣
の
市
村
や
県
の
施

設
と
の
共
有
化
は
。

答
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
を
継

続
的
に
理
解
し
合
え
る
も

の
で
あ
れ
ば
積
極
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
西
小
学
校
と
総
和
保
育

園
の
合
築
の
成
果
を
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。

答
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、

教
育
と
保
育
の
交
流
に
よ

る
途
切
れ
の
な
い
子
育
て

が
で
き
る
安
心
感
の
ほ
か
、

教
職
員
に
「
幼
・
保
・
教
」

連
携
の
モ
デ
ル
を
示
す
な

ど
大
き
な
効
果
を
生
み
出

し
て
い
る
。

問
学
校
施
設
の
将
来
像
と

し
て
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
を
見
据
え
、
単
に

統
廃
合
と
い
う
議
論
で
は

な
く
「
学
校
を
核
と
し
た

地
域
づ
く
り
」
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
市
が
推
進
す
る
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
や
子
ど
も
教

育
参
画
会
議
は
、
学
校
が

地
域
の
核
に
な
る
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
描

い
て
向
か
っ
て
い
る
。

問
福
祉
医
療
費
に
つ
い
て
、

学
校
な
ど
公
共
施
設
を

地
域
づ
く
り
の
核
に

問
認
知
症
患
者
の
近
年
の

推
移
と
今
後
の
予
想
を
ど

う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答
認
知
症
日
常
生
活
自
立

度
2
以
上
の
方
は
、
平
成

21
年
が
2
，4
7
8
人
、
平

成
26
年
3
月
現
在
で
3
，0

0
5
人
で
、
5
年
間
で
約

5
0
0
人
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
団
塊
世
代
が
75

歳
に
な
る
平
成
37
年
に
は

4
，2
0
0
人
と
、今
後
も

増
加
傾
向
に
あ
る
と
推
計

さ
れ
る
。

問
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る

た
め
、
誰
で
も
気
軽
に
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、

簡
易
的
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
導

入
は
考
え
て
い
な
い
が
、

早
期
発
見
は
重
要
と
捉
え

て
い
る
。
今
後
の
研
究
と

す
る
。

問
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
現
状
と
取
り
組

み
は
。

答
今
年
度
は
、
地
域
の
見

守
り
推
進
員
や
小
中
学
校

と
高
校
で
講
座
を
開
催
し

11
月
末
で
21
回
9
9
7
人

が
受
講
し
た
。
こ
れ
ま
で

3
，
4
1
6
人
の
方
が
受

講
し
て
い
る
。

問
介
護
中
で
あ
る
こ
と
を

周
囲
に
表
示
す
る
た
め
の

「
介
護
マ
ー
ク
」
の
普
及

促
進
は
。

答
介
護
サ
ー
ビ
ス
関
係
者

高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
！

自
家
用
福
祉
有
償
運
送

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
複
合
化

福
祉
医
療
費

地
域
お
こ
し
協
力
員
等

介護・保育施設等を併設した中学校の例

山腰 恵一 議員

中筬 博之 議員

問
一
人
で
は
、
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
移
動
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
を
登

録
制
で
有
償
に
よ
る
移
動

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

N
P
O
法
人
の
一
つ
が
、

今
年
度
で
止
め
ら
れ
る
。

利
用
者
へ
の
影
響
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

答
こ
の
法
人
は
利
用
人
数

が
2
1
，0
0
0
人
と
最

も
多
い
こ
と
か
ら
、
通
院

や
買
い
物
等
に
影
響
が
出

る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

問
そ
の
後
の
受
け
皿
の
見

通
し
に
つ
い
て
ど
う
検
討

し
て
い
る
か
。

答
既
存
の
事
業
者
を
は
じ

め
、
他
の
事
業
者
が
受
け

皿
と
な
れ
な
い
か
、
対
応

に
つ
い
て
の
協
議
を
進
め

て
い
る
。

等
や
在
宅
介
護
の
家
族
に

周
知
を
し
て
い
る
。

問
認
知
症
対
策
推
進
に
向

け
て
の
今
後
の
課
題
は
。

答
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
つ
な
げ
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
体
制
づ
く
り
の
構
築
で

あ
る
。

窓
口
負
担
を
無
料
と
す
る

こ
と
で
減
額
調
整
さ
れ
る

国
の
補
助
額
は
。

答
平
成
25
年
度
決
算
で
、

6
，1
5
3
万
円
の
減
額
で

あ
る
。

問
他
県
の
よ
う
な
対
応
策

を
考
え
な
い
の
か
。

答
シ
ス
テ
ム
改
修
、
関
係

医
療
機
関
の
調
整
、
利
用

者
負
担
な
ど
課
題
が
多
く

困
難
で
あ
る
。

問
市
で
の
議
論
は
。

答
全
国
市
長
会
を
通
じ
、

国
に
減
額
措
置
廃
止
の
要

望
を
行
っ
て
い
る
。

問
受
入
れ
の
成
果
は
。

答
過
疎
地
域
で
12
人
が
活

動
し
5
人
が
定
住
し
て
い

る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
機
能
向
上
、
地
域
資
源

の
活
用
や
地
域
振
興
策
の

提
案
な
ど
、
貢
献
度
は
大

き
い
。

問
若
者
定
住
施
策
と
し
て

も
有
効
だ
が
、
平
成
27
年

度
か
ら
の
市
の
方
針
は
。

答
一
定
の
成
果
を
も
っ
て

区
切
り
と
す
る
が
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が

ら
検
討
し
た
い
。
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